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ASTRO-H搭載SXIのコンタミネーション対策：コンタミ防止フィルター
の音響試験
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次期X線天文衛星ASTRO-Hでは、軟X線撮像検出器 (Soft X-ray Imager : SXI) を用いて、0.4-12 keVで高
感度観測を行う。SXIは、衛星ベースプレートに置かれバス機器と共存すること、CCDを-120℃に冷却する事か
ら、衛星内部からの汚染（コンタミネーション）に敏感で、十分なコンタミ対策が必要である。我々は、コンタミ
源候補の搭載部品のアウトガスを実測し、最も有効な対策はコンタミ防止フィルター (Contamination Blocking
Filter：CBF)でＸ線入射窓を覆うことである事を示した（2010年秋期年会）。
CBFは、Ｘ線光路中に置かれるため、Ｘ線に対して高い透過率を持つとともに、打上げ時の衛星内部と SXI内

部の差圧や音響環境に耐えられる必要がある。そこで、Ｘ線透過率の高いポリイミドの薄膜（0.2μm厚で 30nm
のアルミ蒸着つき）を、3 mmピッチの SUSメッシュとアルミフレームで支持して強度を確保する構造になって
いる。
本研究では、上記のような条件で製作した２種類の CBFについて、各種試験を実施した。まず、CBFの固有

振動数を測定した。これは、音響環境に耐えるには、SXIハウジングの音響共鳴周波数とは十分離れている必要
があるためである。その結果、両者が一致しない事を確認した。さらに、SXIのダミーハウジングに装着し、音
響試験を行った。本講演では、それらの試験結果について、報告する。


